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「
受
験
環
境
の
整
備
」
や
「
不
合
格
の
場
合
の
理
由

の
説
明
」
等
が
、
現
場
で
き
ち
ん
と
反
映
さ
れ
て
い

る
か
の
検
証
が
必
要
と
な
る
。

既
に
調
査
活
動
も
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
何
よ
り

も
現
場
に
お
け
る
取
り
組
み
が
鍵
を
握
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
各
級
機
関
が
改
め
て
一
次
試
験
ま
で
の

取
り
組
み
を
創
意
工
夫
し
行
っ
て
い
く
と
共
に
、
公

平
・
公
正
な
対
応
を
要
請
し
、
組
合
員
の
付
託
に
応

え
、
実
態
検
証
を
強
め
よ
う
。

の
声
掛
け
を
交
え
た
取
り
組
み
で
、
新
入
社
員
を
激

励
。
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
。

行
動
は
三
ケ
所
に
分
れ
て
取
り
組
ん
だ
が
、「
国

労
と
は
接
触
を
さ
せ
た
く
な
い
」
と
の
会
社
の
思
い

が
顕
著
に
現
れ
、
例
年
に
な
く
水
道
橋
駅
か
ら
幾
通

り
も
の
コ
ー
ス
を
準
備
、
組
合
員
が
い
る
と
そ
の
手

前
で
急
に
左
折
す
る
と
い
う
よ
う
な
行
動
も
行
う
な

ど
、
異
常
な
対
応
が
目
に
付
い
た
。

会
社
の
対
応
に
行
動
参
加
者
か
ら
は
「
こ
ん
な
事

を
考
え
る
よ
り
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
や
営
業
戦
略
の

事
を
考
え
て
ほ
し
い
」「
こ
れ
で
会
社
に
展
望
が
見

え
る
の
か
」
と
い
う
不
安
の
声
が
出
さ
れ
た
。

こ
の
行
動
を
契
機
に
各
貨
物
会
社
の
職
場
の
中
で

も
組
織
拡
大
に
全
力
を
あ
げ
て
い
く
事
を
確
認
し
な

が
ら
入
社
式
対
策
行
動
を
終
了
し
た
。

【
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
】

三
月
三
一
日
、
新
白
河
駅
前
と
総
合
研
修
セ
ン
タ

ー
前
に
お
い
て
、
入
社
式
前
泊
と
な
る
新
入
社
員
へ

の
激
励
行
動
が
取
り
組
ま
れ
た
。

東
京
・
仙
台
を
中
心
に
全
地
本
か
ら
六
〇
名
を
超

す
行
動
参
加
。
東
京
地
本
か
ら
は
各
地
区
本
部
・
支

部
の
組
織
部
長
、
青
年
部
・
青
対
を
中
心
に
総
勢
三

〇
名
程
が
参
加
。
一
ヶ
月
前
に
加
入
し
た
ば
か
り
の

彦
田
君
も
参
加
し
、
参
加
者
全
員
に
二
〇
代
組
合
員

の
存
在
を
実
感
さ
せ
た
。

行
動
は
指
定
列
車
の
新
幹
線
で
来
た
新
入
社
員

が
、
駅
構
内
で
待
機
す
る
バ
ス
ま
で
の
移
動
の
時
、

横
断
幕
と
プ
ラ
カ
ー
ド
に
よ
る
宣
伝
、
ハ
ン
ド
マ
イ

ク
に
よ
る
「
研
修
が
ん
ば
っ
て
」「
私
た
ち
は
国
労

で
す
」「
労
働
組
合
は
自
分
で
決
め
ら
れ
ま
す
」
と

の
呼
び
掛
け
と
激
励
を
行
っ
た
。

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
前
で
は
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
は
使

用
せ
ず
、
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

会
社
は
例
年
以
上
の
動
員
体
制
で
新
入
社
員
を
先

導
。
従
来
に
比
べ
対
応
に
柔
軟
さ
は
見
え
た
も
の
の
、

駅
構
内
に
停
車
す
る

バ
ス
の
カ
ー
テ
ン
を

す
べ
て
閉
め
、
外
で

訴
え
る
私
た
ち
を
車

内
か
ら
見
れ
な
い
様

に
す
る
等
、
あ
ま
り

に
も
「
姑
息
」
と
も

思
え
る
部
分
が
見
ら

れ
た
。

会
社
の
「
公
平
・

公
正
」
な
立
場
に
疑

一
八
年
度
昇
進
試
験
の
申
し
込
み
は
既
に
締
め
切

ら
れ
、
各
支
部
・
分
会
に
よ
る
取
り
組
み
や
、
各
自

の
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

前
年
度
は
昇
進
差
別
事
件
の
和
解
と
併
せ
、
合
格

率
も
約
四
倍
に
な
っ
た
も
の
の
、
今
年
度
の
試
験
結

果
が
大
変
重
要
と
な
る
。

和
解
に
あ
た
っ
て
取
り
交
わ
し
た
「
確
認
書
」
で

は
、
会
社
は
い
く
つ
か
の
点
で
従
来
の
取
り
扱
い
の

改
善
に
努
力
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

問
が
残
っ
た
も
の
の
、
行
動
後
の
交
流
会
で
参
加
者

か
ら
は
、「
今
年
こ
そ
新
規
採
用
者
獲
得
に
向
け
頑

張
る
」「
新
規
採
用
獲
得
元
年
と
位
置
付
け
取
り
組

む
」
等
々
の
力
強
い
決
意
が
報
告
さ
れ
た
。

【
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
】

Ｊ
Ｒ
貨
物
入
社
式

対
策
行
動
は
、
四
月

三
日
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
本

社
前
お
よ
び
「
ホ
テ

ル
エ
ド
モ
ン
ド
」
周

辺
で
、
国
労
本
部
お

よ
び
全
貨
協
・
本
部

青
年
部
・
本
部
青
対

が
連
携
し
、
東
京
・

長
野
の
仲
間
を
中
心

に
取
り
組
ま
れ
た
。

行
動
前
段
に
、「
組
織
対
策
交
流
会
」
を
開
催
し
、

因
泥
青
年
部
長
か
ら
「
新
規
採
用
者
の
気
持
ち
に
立

ち
、
い
か
に
会
社
の
教
育
を
打
ち
破
っ
て
行
く
の
か
」

等
挨
拶
を
受
け
、
来
賓
と
し
て
東
日
本
本
部
高
野
書

記
長
か
ら
は
「
こ
の
間
、
エ
リ
ア
本
部
内
で
相
次
い

で
い
る
組
織
拡
大
の
教
訓
」
等
が
報
告
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
全
貨
協
・
星
野
議
長
よ
り
「
貨
物
会
社
の
情

勢
と
私
た
ち
の
課
題
」
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
た
。

全
体
交
流
で
は
「
強
制
配
転
さ
れ
た
青
年
部
員
に
対

す
る
檄
の
要
請
」「
長
距
離
配
転
さ
れ
て
い
る
青
年

部
員
か
ら
の
決
意
」「
新
規
採
用
者
の
組
織
化
」
等

の
意
見
も
出
さ
れ
、
入
社
式
対
策
の
意
思
統
一
を
行

っ
た
。

行
動
は
、
青
年
部

員
に
よ
る
チ
ラ
シ
配

布
と
全
貨
協
・
青
対

に
よ
る
プ
ラ
カ
ー
ド

で
の
ア
ピ
ー
ル
を
行

な
い
な
が
ら
「
入
社

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」「
国
鉄
労
働
組

合
で
す
」「
研
修
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
」
等

四
月
四
日
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
四
・
四
全
国

集
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
集
会
は
呼
び
か
け
人
方

式
に
よ
っ
て
開
か
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
国
鉄
東
京

合
唱
団
に
よ
る
「
職
場
へ
帰
る
日
を
信
じ
て
」
な
ど

解
決
を
訴
え
た
。

更
に
、
憲
法
九
条

改
悪
反
対
の
立
場

で
小
森
洋
一
・
東

大
教
授
が
、「
日
の

丸
・
君
が
代
」
強

制
に
つ
い
て
教
育

基
本
法
改
悪
に
反

対
す
る
立
場
で
大

内
裕
和
・
松
山
大

学
助
教
授
が
そ
れ

ぞ
れ
挨
拶
し
た
。

当
該
労
働
組
合
を
代
表
し
、
本
部
・
佐
藤
勝
雄
執

行
委
員
長
が
挨
拶
。
解
決
の
た
め
に
多
く
の
支
援
を

訴
え
、
次
に
各
界
や
一
〇
四
七
連
絡
会
の
各
代
表
者

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
決
意
表
明
が
行
わ
れ
た
。

国
労
闘
争
団
か
ら
は
神
宮
義
秋
氏
、
全
動
労
争
議

団
か
ら
は
森
哲
雄
氏
、
千
葉
動
労
か
ら
は
高
石
正
博

氏
、
鉄
建
公
団
訴
訟
原
告
団
か
ら
は
酒
井
直
明
氏
が
、

取
り
組
み
や
現
状
の
報
告
と
一
日
も
早
い
解
決
を
訴

え
、
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
。

ア
ピ
ー
ル
は
「
苦
節
二
〇
年
の
闘
い
を
通
し
て
念

願
の
『
大
同
団
結
』
を
実
現
し
た
被
解
雇
者
一
〇
四

七
名
を
今
後
も
し
っ
か
り
と
支
え
、
今
日
の
情
勢
下

で
展
開
さ
れ
て
い
る
国
民
各
階
層
の
生
活
防
衛
・
平

和
・
民
主
主
義
擁
護
の
た
め
の
広
範
な
運
動
と
連
帯

し
て
勝
利
解
決
を
手
に
す
る
ま
で
闘
い
ぬ
く
こ
と
を

宣
言
す
る
」
と
し
て
い
る
。

最
後
に
、
山
口
孝
・
明
大
名
誉
教
授
の
閉
会
挨
拶

の
後
、
常
盤
橋
公
園
ま
で
デ
モ
を
行
い
、
不
採
用
事

件
早
期
解
決
の
声
を
、
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
う
銀
座

の
町
に
響
か
せ
た
。

四
曲
で
始
ま
っ
た
。

芹
沢
寿
良
・
高
知
短
大
名
誉
教
授
の
開
会
挨
拶
に

続
き
、
呼
び
か
け
人
代
表
と
し
て
中
山
和
久
・
早
大

名
誉
教
授
が
挨
拶
し
、
不
採
用
事
件
の
一
日
も
早
い

研修センター前での宣伝行動（JR東日本）

入社式会場前での宣伝行動（JR貨物）

新入社員を乗せカーテンを閉めきったバス
（JR東日本）
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四
月
八
日
、
毎
年
一

月
に
開
催
さ
れ
る
新
春

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
日

程
を
本
当
の
春
に
移
動

し
、
皇
居
桜
田
門
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
し

て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
天
候
が
不
順

と
い
う
予
報
の
中
、
五

分
程
日
程
を
早
め
て
開

始
さ
れ
た
。
開
会
式
は
、

阿
部
委
員
長
の
挨
拶
、

陸
連
・
海
口
審
判
長
の

諸
注
意
の
後
、
新
橋
支

部
・
佐
藤
賢
一
さ
ん
の

選
手
宣
誓
が
行
わ
れ

た
。
大
会
は
順
調
に
進

み
、
最
後
の
ラ
ン
ナ
ー

が
ゴ
ー
ル
す
る
直
前
か

ら
雨
が
降
り
出
し
た
が

無
事
終
了
。

選
手
た
ち
の
力
走
を

後
押
し
す
る
か
の
よ
う

に
、
舞
い
散
る
桜
が
印

象
に
残
っ
た
。

【
成
績
】（
Ｂ
ク
ラ
ス
は

Ａ
ク
ラ
ス
と
合
同
）

新
橋
・

東
京
駅

【
将
棋
の
部

Ａ
ク
ラ
ス
】

優
　
勝
　

高
山
裕
治

八
王
子
・
　

八
王
子
土
　

技
セ

準
優
勝
　

野
沢
孝
一
　

新
幹
線
・
東
二
両

第
三
位
　
大
石
有
一
　
新
橋
・
蒲
田
電
車
区

【
将
棋
の
部
Ｂ
ク
ラ
ス
】

優
　
勝
　
木
村
　
孝
　
八
王
子
・
八
王
子
信
通
技
セ

準
優
勝
　
久
保
智
成
　
新
橋
・
東
京
車
掌
区

第
三
位
　
横
山
正
敏
　
上
野
・
東
京
新
幹
線
保
技
セ

②
九
五
年
一
〇
月
、
連
合
第
四
回
大
会
で
事
務
局

長
に
立
候
補
し
、
正
義
感
に
燃
え
て
闘
っ
た
が
、
選

挙
を
支
え
た
仲
間
に
答
え
る
義
務
が
あ
る
と
思
う
が

如
何
か
。

③
カ
リ
ス
マ
大
元
と
そ
の
側
近
が
組
織
を
私
物
化

し
、
都
合
の
悪
い
も
の
を
葬
る
た
め
、
盗
聴
や
尾
行
、

盗
聴
な
ど
を
行
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
ま
っ
た
く

の
嘘
偽
り
で
、
松
嵜
明
氏
へ
の
偽
証
だ
。
か
つ
て
の

仲
間
に
ひ
ざ
ま
ず
き
、
謝
罪
し
、
本
を
撤
回
・
回
収

せ
よ
。

④
福
原
は
「
人
間
は
魂
か
ら
腐
る
」
だ
。
説
明
責

任
を
果
た
せ
。
と
い
う
も
の
。

か
つ
て
の
仲
間
ど
う
し
の
醜
い
争
い
に
す
ぎ
な
い

が
、
こ
と
は
Ｊ
Ｒ
の
労
働
組
合
が
関
わ
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
ん
な
組
合
に
は
も
う
未
来
は

無
い
。
早
々
に
縁
を
切
り
、
国
鉄
労
働
組
合
に
結
集

し
よ
う
。

（
注
）
小
田
裕
司
氏
は
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
総
連
執
行

委
員
長

Ａ
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
小
保
方
孝
司
　
八
王
子
　
新
座
貨
タ
駅

準
優
勝
　
加
賀
耕
三
郎
　
新
幹
線
　
東
一
両

第
三
位
　
長
谷
川
雄
次
　
国
府
津
　
小
田
原
保
線

管
理
セ
ン
タ
ー

Ｃ
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
木
下
　
和
弘
　
上
　
野
　
東
京
土
技
セ

準
優
勝
　
石
倉
　
貫
次
　
新
　
橋
　
東
京
第
二

事
業
所
Ｏ
Ｂ

第
三
位
　
佐
藤
　
　
誠
　
地
　
本
　
国
労
東
京

Ｄ
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
石
井
　
和
彦
　
新
　
橋
　
新
橋
保
線
区
　

準
優
勝
　
田
中

勝
次

横

浜

東
神
奈
川
車
掌
区

第
三
位
　
佐
藤
　
和
夫
　
上
　
野
　
田
端
機
関
区

す
る
東
海
本
部
・
新
幹
線
地
本
の
望
月
委
員
長
か
ら

も
挨
拶
を
受
け
た
。

今
年
も
指
導
将
棋
・
囲
碁
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
プ
ロ
棋
士
を
招
き
、
技
術
の
研
鑽
に
努
め
た
。

結
果
は
、
将
棋
の
部
は
安
定
し
た
勝
負
で
高
山
氏
が

Ａ
ク
ラ
ス
で
優
勝
し
、
囲
碁
は
Ａ
・
Ｂ
と
も
新
幹
線

が
優
勝
し
た
。
来
年
も
、
各
地
区
本
部
・
支
部
の
よ

り
一
層
の
参
加
と
健
闘
を
期
待
す
る
。

【
囲
碁
の
部
Ａ
ク
ラ
ス
】

優
　
勝
　
植
野
正
治
　
新
幹
線
・
鉄
道
事
業

準
優
勝
　
内
田
　
昭
　
中
央
・
情
報
シ
ス
テ
ム
Ｏ
Ｂ

第
三
位
　

飯
塚
頼
夫
　

上
野
・
松
戸
車
両
セ

【
囲
碁
の
部
Ｂ
ク
ラ
ス
】

優
　
勝
　

杉
山
　
孝
　

新
幹
線
・
東
二
両

準
優
勝
　

高
田
孝
幸
　

八
王
子
・
八
王
子
　

土
技
セ

第
三
位
　

北
爪
邦
夫

「
嶋
田
た
ち
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
存
知
だ
ろ

う
か
？

Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
本
部
派
（
松
崎
派
と
も
言
う
よ
う

だ
）
に
反
旗
を
翻
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
組
合
員

（
嶋
田
派
と
言
う
よ
う
だ
）
ら
で
作
っ
て
い
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
模
様
だ
。

そ
こ
に
、
四
月
四
日
、
昨
年
六
月
か
ら
出
回
っ
て

い
た
「
小
説
労
働
組
合
」
に
つ
い
て
、
谷
川
忍
（
本

の
筆
者
）
こ
と
福
原
福
太
郎
氏
宛
に
「『
小
説
労
働

組
合
』
に
関
す
る
公
開
質
問
」
が
出
さ
れ
た
。

質
問
し
た
の
は
「
国
鉄
改
革
を
完
遂
し
、
Ｊ
Ｒ
労

働
運
動
の
今
後
に
責
任
を
持
つ
有
志
一
同
」
と
し
て
、

「
柴
田
光
治
・
小
澤
康
秀
・
古
川
哲
朗
・
佐
藤
政

雄
・
伊
藤
勝
・
森
敏
彦
・
遠
山
雄
一
郎
・
真
鍋
一
・

水
澤
隆
・
中
村
隆
・
船
戸
秀
世
・
奥
島
彰
・
城
石
靖

夫
・
加
藤
実
・
小
田
裕
司
氏
」
ら
か
つ
て
の
錚
々
た

る
メ
ン
バ
ー
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

曰
く
「
谷
川
忍
は
福
原
福
太
郎
だ
と
思
う
」「
何

と
い
う
破
廉
恥
」「
国
鉄
労
働
運
動
、
Ｊ
Ｒ
労
働
運

動
を
恣
意
的
に
改
竄
し
、
反
動
勢
力
や
警
察
権
力
に

与
す
る
犯
罪
行
為
以
外
の
何
者
で
も
な
い
」「
全
て

の
闘
う
仲
間
へ
の
背
信
」
と
言
い
切
り
、
四
点
の
質

問
を
浴
び
せ
て
い
る
。

①
八
九
年
一
二
月
、
当
時
Ｊ
Ｒ
総
連
総
務
部
長
で

あ
り
福
原
の
防
衛
と
専
用
車
の
運
転
を
し
て
い
た
田

中
豊
徳
氏
が
虐
殺
さ
れ
、
福
原
は
「
俺
の
身
代
わ
り

に
さ
れ
た
」
と
言
っ
て
い
た
の
に
、
そ
の
件
に
一
言

も
触
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
か
。

快
晴
に
恵
ま
れ
た
四
月
二
二
日
、
第
一
〇
回
囲

碁
・
将
棋
大
会
が
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。

開
会
式
は
宮
�
教
宣
部
長
の
開
会
挨
拶
、
阿
部
委

員
長
の
挨
拶
に
続
き
、
委
員
長
の
「
碁
敵
」
を
自
負

プロ棋士から厳しい指導を受ける両委員長

一
周

二
周

一
　
位

一
　
位

二
　
位

二
　
位

三
　
位

三
　
位


